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研究成果の概要（和文）： 
 レバノン・シリア移民の 4 波に分かたれる移住の歴史的過程と、移住先における社会上昇に
ついて把握したうえで、世界各地にて現地調査を行った。その結果、移住先と故国とを結びつ
ける移民のネットワークの重層する構造を明らかにし、移民が移住先の市民社会に接したこと
により故国の政治体制に対し積極的な働きかけを行う動きがある一方、故国のクライエンテリ
ズムが移民をなお強く拘束する影響力を持ち続けていること、などを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Our over-seas field research on Lebanese and Syrian migrants was based on a common 
understanding of the historical development of their migration (four “waves” have been 
observed since the end of the nineteenth century) and their upward social mobility in 
their host societies. The research shed a new light on 1) the multi-layered structure of 
migrants’ networks, which connect them with their countries of origin, 2) their 
activities, which have the potential to transform the sectarian nature of the Lebanese 
and Syrian political systems, through the migrants’ living in the civil societies of the 
host countries, and 3) the strong clientelism of their homelands, which nevertheless 
retains the migrants within a sectarian framework through their multi-layered 
networks. 
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１．研究開始当初の背景 
レバノン・シリア移民が中南米・北米・西

アフリカ・西欧・オセアニアを中心にグロー

バルに拡散し、その人口規模に比して著しく
高いパフォーマンスを見せていること、そし
て故国のレバノン・シリアを初め中東地域に
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対して大きな影響力を及ぼしていることは、
日本ではほとんど知られていなかった。海外
の関連研究界では当該移民のプッシュ・プル
それぞれの要因に関する研究や、各国におけ
る移民の時系列的な発展や国民統合・エスニ
シティに関する研究が進められていたが、移
民が結ぶ地域間関係は未だ注目されていな
い状況であった。地球規模で人間の移動が劇
的に進展し、そこで個々人が形成するネット
ワークの意味が重要性を増す現代において、
この特異な性格を持つレバノン・シリア移民
について総合的な調査研究を行うことに大
きな意味を見出した。 
 
２．研究の目的 
 レバノン・シリアそれぞれの地域から中南
米・北米・西欧・西アフリカ・オセアニア各
地へ拡散した移民の移住の時期・経緯につい
て確認しながら、 
(1)実際にいかなるネットワークが移民を故
国と結びつけているのか 
(2)レバノンの宗派体制・シリアの宗派的色彩
の濃厚な独裁体制と、移民先の市民社会との
差異を移民がどのようにとらえているのか 
(3)レバノン・シリアの地域で伝統的に人間関
係を強く規定してきたクライエンテリズム
が移住先のネットワーク形成にいかなる影
響を与えてきたか 
を明らかにすることを目的とした。 

また同時に、世界的規模で拡散し、人口規
模でレバノン・シリア移民をはるかにしのぐ
華人移民のケースと比較する視点を維持す
ることとした。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者、研究分担者、連携研究者の専
門とする地域はレバノン・シリア、エジプト
ほかムスリム諸国、ブラジル、スペイン語圏
中南米、西アフリカ、台湾など華人文化圏諸
国であり、現地調査経験の豊富な研究者を揃
えた。これにレバノンでフィールド調査経験
のある若手研究者を研究協力者に加え、全員
によるレバノン調査を実施した後、世界各地
の移民調査に分散する、という手法をとった。 

レバノンでは東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所の海外研究拠点「中東研
究日本センター」を足場として利用した。調
査地はカナダ、合衆国、メキシコ、コロンビ
ア、ブラジル、アルゼンチン、イギリス、フ
ランス、トルコ、レバノン、セネガル、オー
ストラリア、ニュージーランドの 13 ヶ国に
及び、各地で当該問題の研究者、教会・モス
クなどにおける宗教組織、同郷人組織、商工
会議所、商店街等を訪問してインタビューを
行い、資料館などで資料調査を行った。レバ
ノンのほかブラジル、アルゼンチン、セネガ
ル、オーストラリアに関しては 3人以上のメ

ンバーが同道して調査し、複眼的な調査を行
うことができた。 
 毎年、年度初めと年度途中で研究打ち合わ
せ会合を持ち、各自の調査研究の進捗状況を
確認し合った。また、海外の関連研究者を招
聘しての国際ワークショップと講演会を開
催し、海外で同時に目覚ましく進行しつつあ
るレバノン・シリア移民研究の最新状況につ
いて情報を収集するとともに、研究者間のネ
ットワーク拡大にも努めた。 
 
４．研究成果 
 現在、調査研究の成果に基づく報告論集を
作成中であるが、要約すると以下のような知
見が得られた。 
(1)レバノン・シリア地域からの移民は、19
世紀末から第一次世界大戦にかけての第 1波、
第二次世界大戦後から 1960 年代にかけての
第 2 波、レバノン内戦期(1975-1990 年)の第
3波、2005 年頃から今日、シリア内戦期（2011
年-）の第 4 波に分かたれる。第 1 波では移
民の大半がレバノン山地とシリア中部農村
部のキリスト教徒住民で、南北アメリカ大陸
を中心に西アフリカ・オセアニアにまで移住
した。これは東・南欧地域から南北アメリカ
大陸への膨大な数の移民の時期に当たり、地
中海の諸港から同じ船舶で渡航したことに
なる。現在、この子孫は第 3-5 世代目を形成
しており、各地で主に商業を通じて社会的上
昇を遂げている。第 2波ではキリスト教徒の
みならずムスリムも加わり、農村部のみなら
ず都市部からの移住も始まったが、北米・西
欧・オセアニアに加えて、オイルブームに沸
く湾岸アラブ諸国への移民も増加した。第 3
波でもその傾向は一層強まったが、とりわけ
高学歴層・富裕層の流出が顕著となった。第
4 波では、レバノンで継続する政情不安に加
えて、シリアでの内戦が社会のインフラその
ものの破壊につながったことから、特に後者
のケースにおいて膨大な数の難民が隣接す
る国々において生じており、とりわけ割合か
らするとキリスト教徒住民の劇的な減少が
観察されている。 
(2)レバノン・シリア移民を故国と結びつけ
ているネットワークは、第 1に家族・親族の
紐帯（しばしばムラ的人間関係に連続）、第 2
に移住先に新しく設立した東方キリスト教
諸宗派の教会、第 3に特にブラジルにおいて
顕著に見られるところの同郷人クラブ、第 4
にレバノン人協会といった世俗的組織であ
る。同郷人クラブやレバノン人協会も設立時
期や発起人によって宗派色・政治色は様々で
あり、また東方キリスト教の教会も、必ずし
も同一宗派に排他的に限定することなく、他
宗派の移民を受け入れることがある。これら
が重層するなかで、移民は使えるカードを可
能な限り多く持とうとする傾向にある。 



(3)第 1 波・第 2 波の移民の多くは、移住先
の市民社会の価値を重視し、そこに溶け込ん
で生活基盤を確立しているがゆえに、レバノ
ンの宗派体制やシリアの一党独裁体制(宗派
色を隠し持つ)に批判的な傾向が強い。一方、
第 3波・第 4波の移民になると、故国の政治
的な運動にコミットするケースが多く、合衆
国における圧力団体活動に積極的に関与す
る場合もある。 
(4)レバノンの国会議員選挙の際に明確に発
現するのが、第 3波・第 4波移民のうちレバ
ノン選挙権を保持する者たちの帰国投票行
動におけるクライエンテリズムの持続性で
ある。故国の村における派閥的な対抗関係が、
投票のために一時帰国する移民に対し、その
帰属する親族と同様の、すなわちレバノンの
政治過程において依然強い影響力を持つク
ライエンテリズムに拘束された投票行動を
とらせることとなる。万単位の人々に帰国の
ための航空券まで支給されるという現実が、
レバノンの政治社会のみならずそれをとり
まく国際政治の介入的構造の強固さと動員
力とを示している。これは上で触れた重層的
ネットワークが機能していることの証左で
もある。一方、このクライエンテリズムが移
住先の社会において移民のネットワーク自
体の拡大にどのような影響を及ぼしたかに
ついては、十分な考察を加えるまでに至らな
かったが、第 1波移民の行商・卸売商・都市
商店主といった階層構造において一定の影
響力を持ったであろうことが推測されてい
る。 
(5)本科研の実施期間中にチュニジア・エジ
プトを初めとするアラブ諸国での市民の街
頭行動による政権転覆、シリアにおける反政
府運動の高まりと内戦突入という劇的な政
治変化が生じた。この事態において移民が果
たしている役割の問題に対して、海外調査で
本格的に取り組むまでには至らなかったが、
在外シリア人組織やレバノン人組織の活動
がもたらしている影響力がすこぶる大きい
ことは、報道や最近の研究を通じて十分に確
認できる。これら移民と本国の活動家らとの
連携・断絶というダイナミックで微妙な過程
が、大きな振幅のなかで進行中である。宗派
主義・クライエンテリズム・市民社会という
問題が凝縮する局面が観察されている。 
(6)こうした移民の移住先での活動のうち、
文化的な領域、特に文学や映画、美術といっ
た各方面で顕著なものも多くみられる。これ
らについての分析も今後の課題として浮上
したが、アルゼンチンでレバノン移民の子孫
がそのルーツを訪ねるドキュメンタリー映
画を企画・製作するところに本科研メンバー
が立ち会い、レバノンの関係者を紹介・助言
するなど協力できたのは、ささやかな成果の
一つとして数えられるであろう。（同映画は

レバノン、アルゼンチン両国の映画祭で上映
されたほか、国際衛星放送局アルジャズィー
ラの番組として放映された。）またブラジル
のマロン派教会サンパウロ主教座では、メン
バーが衛星放送番組に出演して、主教と対談
しつつ本科研の活動について説明する、とい
う形で現地社会への発信も実現できた。 
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